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第
120号

※
�今

号
は

、
近

日
中

に
杉

戸
町

議
会

議
員

一
般

選
挙

が
行

わ
れ

る
た

め
、

７
月

３
日

発
行

と
な

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
通

常
の

編
集

に
要

す
る

期
間

が
取

れ
ず

、
概

略
版

の
お

知
ら

せ
と

な
り

ま
す

。
ご

了
承

く
だ

さ
い

。
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年
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例
�
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電
力
・
ガ
ス
・
食
料

　
　

品
等
価
格
高
騰
重
点
支

援
給
付
金
の
内
容
は
。

　
　
　

住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
家
計

が
急
変
し
、
令
和
５
年
度
の

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同
様

の
事
情
に
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
世
帯
に
対
し
、
１
世
帯
当

た
り
３
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

　
　
　

農
業
者
価
格
高
騰
重

　
　

点
支
援
事
業
費
補
助
金

の
内
容
は
。

　
　
　

物
価
高
騰
で
影
響
を

　
　

受
け
る
農
業
者
の
経
営

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

杉
戸
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
賛
成
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）専
決
処
分

　
　
　

子
育
て
世
帯
生
活
支

　
　

援
特
別
給
付
金
の
内
容

は
。

　
　
　

ひ
と
り
親
世
帯
以
外

　
　

の
低
所
得
の
子
育
て
世

帯
に
対
し
、
実
情
を
踏
ま
え

た
生
活
の
支
援
を
行
う
も
の

で
、
対
象
児
童
一
人
に
つ
き

５
万
円
の
特
別
給
付
金
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

給
付
ま
で
の
ス
ケ
ジ

　
　

ュ
ー
ル
は
。

　
　
　

令
和
４
年
度
に
、
子

　
　

育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た

方
は
、
申
請
不
要
で
支
給
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
た
め
、

５
月
25
日
に
支
給
し
ま
し
た
。

　

申
請
が
必
要
と
な
る
家
計

急
変
世
帯
は
、
６
月
中
旬
頃

か
ら
申
請
受
付
が
出
来
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
期
限
は
、
令

和
６
年
２
月
29
日
ま
で
で
す
。

主
な
質
疑

　
国
の
方
針
に
基
づ
き
、食
費
等
の
物
価
高
騰
に
直
面
し
、

影
響
を
特
に
受
け
る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
の
支
給
を
行
う
も
の
で

す
。

継
続
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

対
象
は
、
町
内
に
お
住
ま

い
で
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
を
耕
作
し
て
い
る
農
業
収

入
の
あ
る
方
で
、
２
万
円
を

支
援
し
ま
す
。

　
　
　

地
域
消
費
喚
起
プ
レ

　
　

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

事
業
の
内
容
は
。

　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
落
ち
込

　
　

ん
だ
地
域
経
済
の
活
性

化
と
、
物
価
高
騰
で
影
響
を

受
け
る
生
活
者
を
支
援
す
る

た
め
、
１
セ
ッ
ト
の
販
売
額

１
万
円
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

30
％
の
１
万
３
千
円
分
（
１

人
当
た
り
４
セ
ッ
ト
ま
で
）

の
商
品
券
を
２
万
セ
ッ
ト
発

行
す
る
予
定
で
す
。

主
な
質
疑

　
低
所
得
世
帯
へ
の
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

重
点
支
援
給
付
金
給
付
事
業
や
、
地
域
消
費
喚
起
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
発
行
事
業
等
を
行
う
も
の
で
す
。

　
　
　

令
和
６
年
度
よ
り
個

　
　

人
住
民
税
均
等
割
は
ど

う
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、
森

林
環
境
税
は
国
税
だ
が
、
国

へ
納
め
る
こ
と
と
な
る
の
か
。

　
　
　

現
在
は
、
均
等
割
を

　
　

県
民
税
１
５
０
０
円
、

町
民
税
３
５
０
０
円
の
計

５
千
円
を
納
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
か

ら
は
、
こ
れ
ま
で
復
興
特
別

住
民
税
と
し
て
納
め
て
い
た

千
円
分
を
森
林
環
境
税
と
し

て
納
め
る
た
め
、
納
付
額
は

現
在
と
同
様
に
５
千
円
で
す
。

　

ま
た
、
国
税
と
し
て
、
町

が
県
を
通
し
て
国
へ
納
め
る

こ
と
と
な
る
も
の
で
す
。

　
　
　

ミ
ニ
カ
ー
の
区
分
で

　
　

課
税
さ
れ
て
い
る
車
両

は
、
現
在
町
内
で
何
台
あ

る
の
か
。
ま
た
、
電
動
キ
ッ

ク
ボ
ー
ド
や
電
動
キ
ッ
ク
ス

ケ
ー
タ
ー
な
ど
の
特
定
小
型

原
動
機
付
自
転
車
の
保
有
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

令
和
５
年
度
課
税
に

　
　

お
い
て
、
ミ
ニ
カ
ー
の

区
分
で
の
課
税
台
数
は
23
台

で
す
。
そ
の
う
ち
、
特
定
小

型
電
動
機
付
自
転
車
は
課
税

台
数
０
台
で
す
。

主
な
質
疑

全
員
賛
成
で
承
認

　
令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
、
６
月
１
日
か
ら
14
日
ま
で
の
14
日
間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

を
は
じ
め
、
条
例
改
正
な
ど
５
議
案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
条
例
１
件
を
審
議
し
可
決
し
ま
し
た
。

補正予算・条例

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、

個
人
町
民
税
等
の
規
定
を
改
め
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

専決処分とは
　本来、議会の議決・決定を経
なければならない事柄について、
地方公共団体の長が地方自治法
の規定に基づいて、議会の議決・
決定の前に自ら処理すること。
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議会を傍聴して・選挙

杉戸町議会議員一般選挙杉戸町議会議員一般選挙

〇�

議
員
は
町
民
の
代
表
と

し
て
の
立
場
か
ら
質
問
し
、

執
行
機
関
は
行
政
の
立
場

か
ら
答
弁
を
行
っ
て
い
る

が
、
執
行
機
関
と
議
事
機

関
と
も
に
、
杉
戸
町
を

も
っ
と
良
く
し
た
い
と
い

う
思
い
は
一
緒
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

〇�

杉
戸
町
の
職
員
と
な
っ
て
、

行
政
の
立
場
と
町
民
の
立

場
の
両
方
の
立
場
で
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
、
貴
重

な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

〇�

「
町
民
の
要
望
を
待
っ
て

い
る
だ
け
で
は
受
け
身
の

行
政
だ
」、「
自
治
体
は
新

し
い
こ
と
へ
の
挑
戦
に
消

極
的
だ
」
な
ど
の
質
問
が

あ
り
、
職
員
と
し
て
は
っ

と
さ
せ
ら
れ
る
思
い
で
、

議
会
が
と
て
も
重
要
な
意

見
交
換
の
場
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。

〇�

議
会
は
町
民
の
方
も
傍
聴

で
き
る
公
の
場
で
も
あ
り
、

質
問
に
対
す
る
返
答
一
つ

ひ
と
つ
が
町
民
の
方
の
信

頼
に
つ
な
が
る
と
気
づ
き

ま
し
た
。

〇�

質
問
に
対
す
る
答
弁
の
準

備
等
の
大
変
さ
と
、
発
言

に
対
す
る
責
任
の
重
さ
を

知
る
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

〇�
町
民
が
町
政
に
直
接
質
問

を
す
る
こ
と
が
難
し
い
と

い
う
点
で
、
町
民
に
選
ば

れ
た
議
員
が
、
町
民
を
代

表
し
て
質
問
で
き
る
機
会

が
町
議
会
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

新
人
職
員
が
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た

新
人
職
員
が
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た

私たちは守ります

杉戸町議会

　私たちは、選挙のルールを守り、「明るく正しい」選
挙運動を実現するために、次の事項を厳守いたします。

町議会の役割（権限）
　執行機関から議会に提案された条例・予算・
契約等の議案を本会議等で質疑等の審議を行い、
最終的な決定（議決）をすることです。
　これに加えて、選挙権や同意権、執行機関に
対する調査権や検査権、請願の受理審査
権等の役割（権限）が与えられています。
任期：令和５年８月９日～
　　　令和９年８月８日
定数：15人

記
1. �選挙運動に際し、飲食物の提供は一切いたしま

せん。
1. �飲食物の陣中見舞は、固くお断りいたします。
1. �選挙事務所での運動員の食事は、質素なものと

いたします。
1. �出陣式及び演説会等の対応は、茶菓程度といた

します。
� 以上

　私たちは、上記記載事項を実践するとともに、公
職選挙法を遵守し、公正な選挙運動を行うことを誓
います。� 令和 5年 8月
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一般質問

　６月定例会の一般質問は、６月５日、６日、７日に11人の議員が登壇し、

福祉、防災、学校・社会教育、子育て、土木、まちづくりなどについて、

町の考えをただしました。質問項目は下記のとおりです。

　なお、質問内容を知りたい場合には、町議会ホームページの「一般質問

映像配信」から録画映像をご覧ください。また、会議録につきましては、

９月中旬掲載予定の「会議録の検索と閲覧」をご利用ください。

○野口俊彦議員
１．�少子化対策及びこども・子育て支援に重点
を置いた取組は

○伊藤美佐子議員
１．�自転車用ヘルメット購入に対する補助金制
度の導入を

２．拡充した子育て支援は
３．子どもたちの読書環境の拡充を

○平川忠良議員
１．空家対策の強化の推進を
２．令和５年度の防災・減災への取組は
３．杉戸南中学校へのスクールバス運行は

○上田聡議員
１．地域公共交通の改善・拡充に向けて

○濵田章一議員
１．アグリパークゆめすぎとの未来はどこに
２．農地の集積・集約は
３．�国体記念運動広場に隣接するトイレの洋式
化を

○石川敏子議員
１．高齢者福祉における具体的な取組を
２．住宅（店舗）リフォーム助成制度の創設を
３．通学路の安全対策を

○坪田光治議員
１．電動車と町の取組は
２．魅力的な商業施設の誘致を

○森山哲夫議員
１．町長公約の進捗状況と今後の見通しは
２．待機児童は解消されたのか

○宮田雄一議員
１．公共施設の防犯対策は

○大橋芳久議員
１．愛着ある道路にするために
２．防犯カメラの設置で安全なまちづくりを
３．高齢者のごみ出し問題
４．ｅスポーツによるまちづくり

○岩﨑直美議員
１．�ＬＧＢＴ法案を多面的に考える懇談会や勉
強会の開催を

２．�当町の公の場所における国旗掲揚の現状と
意義

３．�学校教育や生涯学習における日本国憲法の
学びとともに、杉戸町発刊の書籍や昭和の
歴史に関する書籍等のあり方は

杉戸町議会
ホームページ
QRコード

映 像
配信中
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一般質問一般質問議案賛否・政務活動費収支報告

　杉戸町では、議会活動の向上に役立てるため、１人月額１万円の政務活動費を交付しており、交付を
受けた会派または議員は、収支報告書を作成することが義務付けられています。また、調査を行った場
合は、政務活動結果報告書を作成し、議長に提出しています。
　詳細については、収支報告書、領収書および政務活動結果報告書を町議会ホームページに掲載してい
ますので、ご覧下さい。

創進
3 人

日本共産党
3 人

政
4 → 3 人

公明党
2 人

新是新
2 人

4 ～ 7 月

無所属
須田恒男

無所属
仁部前崇
9 ～ 1 月

交付決定額 360,000 360,000 400,000 240,000 80,000 120,000 50,000 

支　出　額 45,841 128,194 33,220 25,274 0 0 0 

残　　　高 314,159 231,806 366,780 214,726 80,000 120,000 50,000 

単位：円

会派
または個人

支 出 科 目
支出内容

調査研究費 研修費 会議費 資料作成費 資料購入費 広報費

創進 45,841 － － － － － 【視察】4/24 ～ 25 境町・
高根沢町

日本共産党 － － － － 39,617 88,577 購読料、書籍代、住宅地図、
会派誌印刷代、折込代

政 － － － － 33,220 － 住宅地図、書籍代

公明党 － 4,374 － － 20,900 － 【研修】11/14 ～ 15 
住宅地図

新是新 － － － － － －

須田恒男 － － － － － －
仁部前崇 － － － － － －

単位：円

収支一覧

収支内訳一覧

令和４年度 令和４年度 政務活動費収支報告政務活動費収支報告

創
　
進

日
　
本

共
産
党

政
（まつり）

公
明
党

無
所
属

大
橋
　
芳
久

坪
田
　
光
治

宮
田
　
雄
一

森
山
　
哲
夫

石
川
　
敏
子

上
田
　
　
聡

野
口
　
俊
彦

濵
田
　
章
一

岩
㟢
　
直
美

平
川
　
忠
良

伊
藤
美
佐
子

須
田
　
恒
男

町
長
提
出
議
案

専決処分の承認を求めることについて
（杉戸町税条例の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

専決処分の承認を求めることについて
（杉戸町国民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

専決処分の承認を求めることについて
（令和５年度杉戸町一般会計補正予算〔第２号〕） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

令和５年度杉戸町一般会計補正予算（第３号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

杉戸町税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -
議
員
提

出
議
案

杉戸町議会議員の請負の状況の公表に関する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 -

会 派 名

議員氏名
議案名

○…賛成　×…反対　欠…欠席　除…除斥　棄…棄権　※議長は表決に参加しないため、「−」となっています。

令和５年 第３回 杉戸町議会定例会　議員別表決結果一覧

9月定例会は、
8月29日（火）
開会予定です。

６月定例会
傍聴者数
（本会議）

6月

1日 0人
5日 1人
6日 34人
7日 15人
9日 0人
14日 2人

（常任委員会）
6月 9日 総務建設　0人
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令和4年2月1日発行

・�

議
員
と
直
接
対
話
で
き
て

よ
か
っ
た
。

・�

他
の
町
民
の
意
見
を
聞
け

て
良
か
っ
た
。

・�

車
座
方
式
で
の
懇
談
の
た

め
、
お
互
い
の
顔
が
見
え

て
よ
か
っ
た
。

・
時
間
が
短
か
っ
た
。

・�

引
き
続
き
開
催
し
て
欲
し

い
。

・�

年
1
回
で
は
少
な
い
の
で
、

回
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

第
59号

こ
ん

に
ち

は
 杉

戸
議

会
で

す
第
1
2
0
号
　
令
和
5
年
7
月
3
日
発
行

発
行
・
杉
戸
町
議
会
　
編
集
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
　
☎
〇
四
八
〇
�
一
一
一
一

〒
三
四
五
︱
八
五
〇
二
　
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
清
地
二
丁
目
九
番
二
九
号

杉戸町役場　議会事務局　電話 ： 0480–33–1111㈹内線224
住所 ： 〒345–8502 杉戸町清地2–9–29  ＦＡＸ ： 0480–33–6489  E-mail ： gikai@town.sugito.lg.jp

お問い
合わせ

６

　
第
17
回
議
会
懇
談
会
を
、
５
月
20
日
（
土
）
西
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
、
30
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
の
懇
談
会
は
、
前
回
ま
で
の
「
議
会
報
告
会
」
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、「
町
民
の
皆
さ
ん
の
多
様

な
ご
意
見
を
お
聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
町
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
。」
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
は
２
グ
ル
ー
プ
・
２
部
制
と
し
、
第
１
部
で
は
、
総
務
建
設
グ
ル
ー
プ
が
テ
ー
マ
「
道
路
・
交
通
環
境
の
整

備
に
つ
い
て
」、教
育
厚
生
グ
ル
ー
プ
が
「
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
」、第
２
部
で
は
、両
グ
ル
ー
プ
が
共
通
テ
ー
マ
「
町

の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
」
懇
談
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
の
ご
意
見
を
一
部
抜
粋
し
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

・�

下
野
久
喜
線
整
備
へ
の
賛

否
と
し
て
、
早
急
に
整
備

し
て
ほ
し
い
、
森
を
避
け

て
整
備
し
て
ほ
し
い
。

・�

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の

使
い
勝
手
を
良
く
し
て
欲

し
い
。

・�
東
武
動
物
公
園
駅
東
口
通

り
線
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
等

を
設
置
し
て
欲
し
い
。

・�

保
育
園
の
受
け
入
れ
年
齢

を
３
か
月
に
引
き
下
げ
て

欲
し
い
。

・�

歴
史
あ
る
西
小
を
高
野
台

小
に
統
合
す
る
こ
と
は
寂

し
い
。
西
小
の
方
に
配
慮

し
て
欲
し
い
。

・�

宮
代
町
の
よ
う
に
若
者
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
綺
麗
で

お
し
ゃ
れ
な
町
づ
く
り
を

し
て
欲
し
い
。

・�

杉
戸
町
に
は
ア
グ
リ
パ
ー

ク
と
「
農
」
が
あ
る
。
マ

マ
層
を
対
象
に
今
あ
る
も

の
に
新
し
い
も
の
を
混
ぜ

て
色
々
な
こ
と
を
や
る
こ

と
で
、
交
流
人
口
が
増
え

て
い
く
の
で
は
。

・�

杉
戸
町
は
人
口
が
多
い
町

と
き
い
て
い
る
。
杉
戸
ら

し
さ
を
活
か
し
て
人
口
が

一
番
多
い
町
を
目
指
し
て

は
い
か
が
か
。

「議会懇談会」「議会懇談会」をを開催しました開催しました
町民と議員で輪になって話そう町民と議員で輪になって話そう

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

道
路
・
交
通
環
境
の

　
　
　
整
備
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

町
の
知
名
度

�

ア
ッ
プ
に
つ
い
て

編
集
後
記

　

６
月
議
会
号
は
例
年
で

あ
れ
ば
８
月
１
日
発
行
と

な
り
ま
す
が
、
近
日
中
に

町
議
会
議
員
一
般
選
挙
が

行
わ
れ
る
た
め
、
前
倒
し

し
て
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
通
常
の
編

集
に
要
す
る
期
間
が
取
れ

ず
、
簡
略
化
さ
れ
た
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
編
集
委

員
で
の
発
行
は
、
今
号
で

最
後
に
な
り
ま
す
。
わ
か

り
や
す
い
、
読
み
や
す
い

紙
面
づ
く
り
を
委
員
一

同
、
心
が
け
て
き
ま
し
た

が
、い
か
が
で
し
た
で
し
ょ

う
か
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
を
も
っ

と
身
近
に
幅
広
い
年
代
の

方
に
親
し
ま
れ
る
も
の
と

し
、町
議
会
に
関
心
を
も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
夏
本
番
で
す
。

暑
さ
対
策
に
は
十
分
注
意

し
て
、
夏
を
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。


